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▲上野原自治会

▲上野田自治会

▲南下自治会 ▲北下自治会

▲小倉自治会

▲下野田自治会
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特設ステージでは吉岡町出身の演歌歌
手三国けんさんが自身のデビュー曲など
数曲を歌い、会場を盛り上げました。
また、瞳ナナさんによる華麗なマジッ

クショーや、侍戦隊シンケンジャーショ
ーでは、来場者から大きな歓声が上がり
ました。

▲漆原東自治会

▲大久保寺上自治会 ▲大久保寺下自治会

▲駒寄自治会 ▲溝祭自治会

▲陣場自治会

▲漆原西自治会



４2009.11

地方交付税��
10億8,274万2千円��

（19.5%）�

総務費�
8億3,728万2千円�
（15.6%）�

民生費�
13億�

8,126万8千円�
（25.8%）�

衛生費�
6億�

3,509万9千円�
（11.8%）�

公債費�
3億8,551万9千円�
（7.2%）�

農林水産業費�
2億7,172万2千円�
　　（5.1%）�

　労働費��
2,198万6千円��
　（0.4%）�

商工費�
1,908万�
1千円�

（0.4%）�

議会費　8,652万2千円（1.6%）�

分担金および負担金�
1億4,299万9千円�
（2.6%）�

地方消費税交付金�
1億4,042万4千円�
（2.5%）�

地方譲与税�
1億�

1,132万9千円�
（2.0%）�

町債�
2億7,960万円�
（5.1%）�

県支出金�
 3億2,971万6千円�

（6.0%）�

繰越金�
2億5,499万8千円�
（4.6%）�

繰入金�
6,502万1千円�
（1.2%）�

国庫支出金�
6億5,944万8千円�
（11.9%）�

町税�
22億�

5,791万2千円�
（40.8%）�

歳入総額�
55億3,182万9千円�

歳出総額�
53億6,186万6千円�

町税の内訳�

歳出の性質別内訳�

入湯税�
1,178万9千円�
（0.5%）�町たばこ税�

1億3,358万3千円�
（5.9%）�

軽自動車税�
3,718万4千円（1.6%）�

固定資産税�
9億6,319万7千円�
（42.7％）�

〈その他の内訳〉�
自動車取得税交付金 5,069万円�
地方特例交付金 4,266万9千円�
諸収入 4,225万4千円�
使用料及び手数料 3,300万9千円�
財産収入 1,529万2千円�
利子割交付金 1,068万円�
交通安全対策特別交付金 474万円�
配当割交付金 309万7千円�
寄附金 189万9千円�
ゴルフ場利用税交付金 179万1千円�
株式等譲渡所得割交付金 151万9千円�

その他�
2億764万円�
（3.8%）�

　維持補修費�
1,793万3千円�
　（0.3%）�

普通建設事業費�
7億7,117万6千円�
（14.4%）�

積立金�
1億3,556万円�
（2.5%）�

投資及び�
出資金・貸付金�
1,120万円�
（0.2%）�

町民税町民税�
1111億1,2151,215万9千円千円�
（49.349.3％）％）�

町民税�
11億1,215万9千円�
（49.3％）�

　公債費�
3億8,551万9千円�
（7.2%）�

物件費�
8億1,487万1千円�
（15.2%）�

扶助費�
7億2,640万円�
（14.8%）�

扶助費�
8億7,148万7千円�
（16.3%）�

補助費�
7億3,096万1千円�
（13.6%）�

土木費�
7億9,227万円�
（14.8%）�

人件費人件費�
8億2,7312,731万6千円千円�
（15.4%15.4%）�

人件費�
8億2,731万6千円�
（15.4%）�

繰出金�
7億�

9,584万3千円�
（14.9%）�

繰出金�
7億�

9,584万3千円�
（14.9%）�

消防費消防費�
2億8,0898,089万2千円千円�
（5.2%5.2%）�

消防費�
2億8,089万2千円�
（5.2%）�

教育費�
6億5,022万5千円�
（12.1%）�

■一般会計■�

自動車�

 　　　　42台�

消防自動車�

　　　　　6台�

出資による権利�

1億4,193万1千円�

基　金�

32億7,753万4千円�

建　物�

　　 47,361㎡�

土　地�

　1,738,932㎡�

町有財産�

の状況�

一
般
会
計
�

　
歳
入
決
算
額
５５
億
３
，１
８
２
万
９
千
円
�

　
歳
出
決
算
額
５３
億
６
，１
８
６
万
６
千
円
�

平
成
　
年
度
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

20

平
成
　
年
度
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

20

平
成
20
年
度
の
決
算
が
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
や
県
な
ど
か
ら
の

お
金
が
い
く
ら
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
な
ど
の
あ
ら
ま
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
55
億
３，
１
８
２
万
９
千
円
で
前
年
比
３
・

６
㌫
増
、
歳
出
総
額
は
53
億
６，
１
８
６
万
６
千
円
で
前
年
比
５
・
４
㌫
増
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
１
億
６，
９
９
６
万
３
千
円
で
し
た
。
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借入金元金残高…………………………… 14億8,226万4千円�
借入先内訳　　　財務省財政融資資金………  9億2,655万円�
　　　　　　　　公営企業金融公庫………5億5,571万4千円�

 特別会計名 歳入額 歳出額 差引残額�
学校給食事業 9,776万3千円 9,741万2千円 35万1千円�
公共下水道事業 7億4,470万5千円 7億4,208万1千円 262万4千円�
国民健康保険事業 18億3,794万2千円 17億7,793万2千円 6,001万円�
農業集落排水事業 6億6,880万8千円 6億6,868万8千円 12万円�
住宅新築資金等貸付事業 1,340万7千円 1,340万7千円 0円�
老人保健事業 1億4,204万7千円 1億4,204万7千円 0円�
介護保険事業 8億1,349万8千円 8億978万9千円 370万9千円�
後期高齢者医療事業 1億2,050万3千円 1億1,972万4千円 77万9千円�

　　特別会計の決算�

■　特別会計の状況　■�

　資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 1億
3,617万4千円は、当年度分消費税および地方消費税
資本的収支調整額758万3千円、当年度分損益勘定留
保資金1億2,774万1千円、建設改良積立金85万円で
補てんしました。�

　　水道事業会計の決算�
収益的収支�

収　　入�
3億6,393万8千円�

支　　出�
3億6,440万7千円�

差引残額�
△46万9千円�

資 本 的 収 支 �

収　　入�
7,573万3千円�

支　　出�
2億1,190万7千円�

差引残額�
△1億3,617万4千円�

　町の会計は「一般会計」と「特別会計」に分けられます。一般会計とは、
町の基本的な事業経費を経理するものです。特別会計とは、特定の歳入を特
定の歳出に充てる場合など、一般の歳入・歳出と分けて経理する会計のこと
をいいます。             

歳　　　　　　入�
289,776円�

内　　　　　　訳�

歳　　　　　　出�
280,873円�

内　　　　　　訳�
議会費 4,532円�
総務費 43,860円�
民生費 72,355円�
衛生費 33,269円�
労働費 1,152円�
農林水産業費 14,234円�
商工費 999円�
土木費 41,502円�
消防費 14,714円�
教育費 34,061円�
災害復旧費 0円�
公債費 20,195円�
諸支出金 0円�
計 280,873円�

　　町債（借入金）の元金残高�
　　　      会　計　名　　　　　　　　　　　　平成20年度末現在高�
一般会計 44億7,317万3千円�
公共下水道事業 26億8,878万円�
農業集落排水事業 14億2,160万8千円�
住宅新築資金等貸付事業 2378万6千円�
水道事業会計 14億8,226万4千円�
　　　　合　　　計 100億8,961万1千円�
○一世帯当たり 158万5千円�
○一人当たり 52万9千円�

　　町債（借入金）の元金残高の推移�

■　町債の状況　■�
　住みよい町づくりのための建設工事などの財源に充てるため、町債を借り入れてい
ます。町債の総額は、平成20年度末現在で100億8,961万１千円です。これを町民
一人当たりに換算すると52万9千円で、一世帯当たりでは158万5千円となります。�

※人口：19,090人　世帯数：6,366世帯 �
　（平成21年３月31日現在）�

※平成19年度末以前の金額には、水道事業会計の町債（借入金）が含まれていません。�

■ 町民１人当たりの決算額 ■�（公営企業を含む町の全事業会計）�

　  年　度 金　額 １世帯当たり １人当たり�
平成20年度末 100億8,961万1千円 158万5千円 52万9千円�
平成19年度末 85億　414万5千円 135万7千円 45万円�
平成18年度末 83億5,005万9千円 137万4千円 44万9千円�
平成17年度末 82億3,146万9千円 139万6千円 45万2千円�
平成16年度末 80億4,234万2千円 141万1千円 44万9千円�

町税 118,277円�
地方交付税 56,718円�
国庫支出金 34,544円�
県支出金 17,272円�
町債 14,646円�
繰越金 13,358円�
分担金及び負担金 7,491円�
地方消費税交付金 7,356円�
地方譲与税 5,832円�
繰入金 3,406円�
自動車取得税交付金 2,655円�
地方特例交付金 2,235円�
諸収入 2,213円�
使用料および手数料 1,729円�
その他 2,044円�
計 289,776 円�



●
「
実
質
赤
字
比
率
」

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
を
行
う
地
方
公
共
団
体
の
一
般

会
計
な
ど
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示

す
の
が
「
実
質
赤
字
比
率
」
で
す
。

吉
岡
町
に
お
い
て
実
質
赤
字
額

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字

を
合
算
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体

と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と
し
て

の
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
の
が

「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
で
す
。

吉
岡
町
に
お
い
て
連
結
実
質
赤

字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
「
実
質
公
債
費
比
率
」

地
方
公
共
団
体
の
長
期
の
借
入

金
を
地
方
債
と
い
い
ま
す
が
、
こ

の
元
金
お
よ
び
利
息
の
支
払
い
を

公
債
費
と
い
い
ま
す
。
こ
の
公
債

費
や
公
債
費
と
似
た
性
質
を
持
つ

経
費
が
、
町
の
標
準
的
な
収
入
の

う
ち
ど
の
く
ら
い
の
割
合
を
占
め

て
い
る
の
か
を
指
標
化
し
た
も
の

が
「
実
質
公
債
費
比
率
」
で
す
。

こ
の
比
率
は
、
過
去
３
ヵ
年
分
の

平
均
値
を
用
い
る
こ
と
と
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
比
率
が
低
け
れ

ば
低
い
ほ
ど
公
債
費
な
ど
長
期
間

に
わ
た
り
支
払
っ
て
い
く
経
費
が

少
な
く
な
り
、
そ
の
分
他
の
事
業

に
使
え
る
財
源
が
多
く
な
り
ま

す
。町

の
比
率
は
９
・
９
％
で
す
。

早
期
健
全
化
基
準
は
25
・
０
％
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
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来
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担
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率
」

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
借
入

金
（
地
方
債
）
や
将
来
支
払
っ
て

い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
金
な
ど

の
現
時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指

標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
示
す
の

が
「
将
来
負
担
比
率
」
で
す
。
吉

岡
町
の
比
率
は
33
・
５
％
で
す
。

早
期
健
全
化
基
準
は
３
５
０
・

０
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
資
金
不
足
比
率
」

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公

営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金

収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
す

の
が
「
資
金
不
足
比
率
」
で
す
。

吉
岡
町
に
お
い
て
資
金
不
足
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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（１）健全化判断比率�

備考：各比率の早期健全化基準は（　）内に記載�
　　　①②は実質赤字額がない場合「－」を記載�

①実質赤字比率� ②連結実質赤字比率� ③実質公債費比率� ④将来負担比率�

－� －� 9.9 33.5

（15.0）� （20.0）� （25.0）� （350.0）�

（２）資金不足比率�

備考：資金不足がない場合「－」を記載�

特別会計の名称� 資金不足比率�

－�

－�

水道事業会計�

公共下水道事業特別会計�

農業集落排水事業特別会計� －�

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
が
平
成
21
年
４
月
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
方
公
共
団
体
は
、
健
全
化
判
断
比
率
と
し
て
①
実
質
赤
字
比
率
、
②
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
③
実
質
公
債
費
比
率
、
④
将
来
負
担
比
率
の
各
比
率
と
、
公
営
企
業
の

資
金
不
足
比
率
を
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
う
え
で
議
会
に
報
告
し
公
表
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
各
指
標
の
平
成
20
年
度
決
算
に
お
け
る
比
率
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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平成７年１月に発生した阪神・淡路大震災では、死亡原因の約８割が住宅・建築物の倒壊などによ
る圧死と見られています。大地震はいつ起きてもおかしくないと言われており、南関東や東海を震源
とする地震の発生が危ぶまれています。いざというときのため、日頃から災害に備えておきましょう。

１
　
家
具
を
固
定
し

転
倒
・
落
下
を
防
ぐ

就
寝
中
に
地
震
が
起
こ
る
と
、

転
倒
し
た
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ

た
り
、
家
具
の
上
か
ら
大
き
な
も

の
が
落
ち
て
き
た
り
し
ま
す
。
そ

う
し
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ

て
屋
外
に
避
難
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
火
災
な
ど
の
２
次
災
害
に
巻

き
込
ま
れ
る
危
険
が
非
常
に
大
き

く
な
り
ま
す
。
家
具
の
転
倒
を
防

止
し
、
自
分
と
家
族
へ
の
被
害
が

最
小
限
に
な
る
よ
う
に
日
頃
か
ら

安
全
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

た
ん
す
・
本
棚
な
ど
は
Ｌ
字
型

金
具
や
つ
っ
ぱ
り
棒
な
ど
で
固
定

し
、
衣
類
や
本
な
ど
の
重
い
も
の

は
下
に
、
軽
い
も
の
は
上
に
置
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
固
定
器
具
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。
家
具
の
特
性
に
合
わ

せ
た
固
定
器
具
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

２
　
避
難
時
の
通
路
と
な

る
玄
関
や
廊
下
に
は
、
家

具
や
荷
物
を
置
か
な
い

玄
関
や
廊
下
に
家
具
な
ど
の
倒

れ
や
す
い
も
の
を
置
く
と
、
道
を

ふ
さ
が
れ
て
し
ま
い
避
難
が
困
難

に
な
り
ま
す
。
家
具
や
荷
物
は
置

か
ず
、
広
く
開
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

３
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

倒
壊
防
止

地
震
発
生
に
伴
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀

や
石
積
み
擁
壁
な
ど
が
倒
壊
す
る

と
、
そ
の
下
敷
き
と
な
り
死
傷
者

が
発
生
し
た
り
、
緊
急
車
両
の
通

行
が
妨
げ
ら
れ
、
避
難
や
救
援
活

動
の
た
め
に
道
路
を
通
行
す
る
の

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

ひ
び
が
入
っ
て
い
な
い
か
、
か

た
む
い
て
い
な
い
か
、
鉄
筋
が
入

っ
て
い
る
か
、控
え
壁
が
あ
る
か
、

基
礎
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
な

ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
も
し
問
題
が

あ
れ
ば
早
急
に
補
強
な
ど
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

４
　
落
下
物
の
安
全
対
策

室
内
で
は
、
大
型
の
家
具
を
固

定
す
る
だ
け
で
な
く
、
吊
り
下
げ

照
明
や
時
計
、
家
電
製
品
の
固
定

も
必
要
で
す
。
１
本
の
コ
ー
ド
で

つ
る
す
タ
イ
プ
の
も
の
は
、
鎖
と

金
具
を
使
っ
て
数
ヵ
所
止
め
る
よ

う
に
し
ま
す
。
蛍
光
灯
は
蛍
光
管

の
両
端
を
耐
熱
テ
ー
プ
で
固
定
す

る
と
安
心
で
す
。

５
　
非
常
用
持
ち
出
し
品

の
準
備

い
ざ
と
い
う
と
き
に
す
ぐ
持
ち

出
せ
る
よ
う
に
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

な
ど
に
ま
と
め
て
お
き
ま
す
。
持

ち
出
し
品
に
つ
い
て
は
、
家
族
の

構
成
に
応
じ
て
必
要
な
も
の
を
準

備
し
、
玄
関
近
く
に
置
き
ま
し
ょ

う
。
食
糧
や
飲
料
水
は
最
低
３
日

分
用
意
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

▼
非
常
用
持
ち
出
し
品
の
例

食
糧
（
乾
パ
ン
や
缶
詰
な
ど
の
保

存
の
き
く
も
の
）、
飲
料
水
（
目
安

は
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
）、
携
帯

ラ
ジ
オ
、懐
中
電
灯（
予
備
電
池
）、

現
金
（
硬
貨
も
）
や
通
帳
・
印
鑑
、

応
急
医
療
品
（
ば
ん
そ
う
こ
う
や

傷
薬
）、
タ
オ
ル
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

地
図
、
持
病
の
薬
、
赤
ち
ゃ
ん
用

ミ
ル
ク
・
お
む
つ
な
ど

６
　
家
族
で
防
災
会
議

地
震
が
発
生
し
た
と
き
の
家
族

の
役
割
分
担
や
連
絡
方
法
、
集
合

場
所
な
ど
を
事
前
に
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１

大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
災

害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
が
稼

働
し
ま
す
。
固
定
電
話
や
携
帯
電

話
、
公
衆
電
話
か
ら
利
用
で
き
、

サ
ー
ビ
ス
の
開
始
は
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。
家

族
や
友
人
の
安
否
確
認
や
連
絡
な

ど
に
活
用
で
き
る
、
便
利
な
声
の

伝
言
板
で
す
。

※
伝
言
の
保
存
期
間
は
48
時
間
で

あ
り
、
通
常
の
電
話
料
金
が
か
か

り
ま
す
。

▼
伝
言
の
録
音
方
法

１
７
１
（
音
声
の
案
内
に
従
い
）→

１→

電
話
番
号→

伝
言
を
入
れ
る

▼
伝
言
の
再
生
方
法

１
７
１
（
音
声
の
案
内
に
従
い
）

→

２→

電
話
番
号→

伝
言
を
聞
く

毎
月
１
日
は
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
が
体
験
利
用
で
き
ま
す
。

※
通
常
の
電
話
料
金
が
か
か
り
ま

す
。

EXIT

××××
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大字大久保
地内外

平成21年度に町が発注する予定の建設工事のなかで、設計金額が250万円を超えることが見込まれるもの
を公表します。公表内容は、公表の基準日（平成21年10月１日）における発注見通しなので、公表後に工事
の追加や内容変更、または発注の取りやめをする場合もあります。（公共工事の発注見通しは、毎年４月に公
表し、10月に見直しを行います）
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※ここに記載した内容は、平成21年10月１日現在の見通しであるため、実際に発注する工事がこの記載と異なる場合、または記載されていない工事が発注される場合があります。
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助

成

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
人
へ

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
助
成
事
業
が
始
ま
り
ま
す

町
で
は
、
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い

る
高
齢
者
を
火
災
の
危
険
か
ら
守
る

た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
制
度
の
概
要

（
１
）
助
成
対
象
者

町
内
に
居
住
す
る
70
歳
以
上
（
今

年
度
中
に
70
歳
に
到
達
す
る
人
も
含

む
）
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
。

（
２
）
助
成
の
内
容

対
象
者
宅
に
設
置
す
る
火
災
警
報

器
の
購
入
お
よ
び
取
り
付
け
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
警

報
器
の
購
入
か
ら
取
り
付
け
ま
で
、

町
が
委
託
し
た
事
業
者
が
行
い
ま

す
）。

▼
助
成
金
の
額

警
報
器
１
個
に
つ
き
、
設
置
費
用

の
２
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満
切
り

捨
て
）
と
し
、
３,
０
０
０
円
を
上

限
と
し
ま
す
。（
１
戸
に
つ
き
設
置

は
３
台
ま
で
）
助
成
金
の
額
を
超
え

た
分
は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
個
人
で
購
入
し
た
火
災
警
報
器
の

購
入
補
助
や
取
り
付
け
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
申
請
後
、
町
か
ら
助
成
決
定
の
連

絡
を
し
て
か
ら
購
入
・
取
り
付
け
と

な
り
ま
す
。

※
火
災
警
報
器
設
置
に
か
か
る
費
用

（
自
己
負
担
分
）
に
つ
い
て
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
場
所

役
場
健
康
福
祉

課
福
祉
室
（
申
請
書
は
窓
口
で
配
布

し
て
い
ま
す
）

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

吉
岡
町
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
火
災

警
報
器
設
置
助
成
申
請
書

※
申
請
書
に
は
民
生
委
員
児
童
委
員

の
証
明
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
５
１
）
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表

彰

永
年
の
功
績

小
林
治
克
さ
ん（
人
権
擁
護
委
員
）に
法
務
大
臣
表
彰

10
月
１
日
、
法
務
省
に
お
い
て
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
人
権
擁
護
委
員
の

小
林
治
克
さ
ん
（
小
倉
）
が
、
法
務

大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
永
年
そ
の
職
に
あ
り
、
職
務
上

の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
人
に
贈
ら

れ
ま
す
。

教

育

教
育
委
員
の
体
制
一
新

教
育
委
員
長
に
北
村
勝
彦
さ
ん

教
育
委
員
長
の
瀬
下
忠
夫
さ
ん
が

９
月
30
日
に
任
期
満
了
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
９
月
定
例
議
会
で
、

い
ま

井い

久
美
子
さ
ん
が
議
会
の
同
意
を

得
て
、
10
月
１
日
付
で
教
育
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た

ま
た
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時

教
育
委
員
会
で
、
北
村
勝
彦
さ
ん
が

教
育
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
教
育
委
員
会
の
体
制
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
委
員
長
　
北
村
勝
彦

▽
職
務
代
行
者
　
吉
澤
早
百
合

▽
教
育
委
員
　
飯
塚
雅
男

▽
教
育
委
員
　
　
井
久
美
子
　

▼
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
５
９
３)

▲法務大臣表彰　小林治克さん ▲　井久美子委員 ▲北村勝彦委員長
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年

金

社
会
保
険
庁
の
廃
止

新
た
に
「
日
本
年
金
機
構
」
が
来
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

現
在
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と
名

称
が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な

ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続
き
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険

事
務
所
の
名
義
で
ご
案
内
し
て
い
た

各
種
の
関
係
書
類
は
、内
容
に
よ
り
、

今
後
は
厚
生
労
働
省
ま
た
は
日
本
年

金
機
構
の
名
義
で
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

群
馬
社
会
保
険
事
務
局
　

牲
０
２
７
・
２
５
４
・
３
２
１
１

年

金

国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務
の
業
者
委
託

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
は

依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
、
児
童

虐
待
問
題
は
、
社
会
全
体
で
早
急
に

解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待
を
受

け
て
い
る
の
で
は
」
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
た
ら
、
迷
わ
ず
役
場
や
児

童
相
談
所
な
ど
に
連
絡
（
通
告
）
し

て
く
だ
さ
い
。
虐
待
だ
と
い
う
証
拠

が
な
く
て
も
、
疑
い
の
段
階
で
連
絡

（
通
告
）
し
て
く
だ
さ
い
。
通
告
は

子
ど
も
を
守
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
守
秘
義
務
違
反
に
問
わ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
連
絡
し

た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待
…
な
ぐ
る
、
け
る
、
縛

る
、
溺
れ
さ
せ
る
、
異
物
を
飲
ま
せ

る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど

性
的
虐
待
…
性
的
行
為
の
強
要
や
教

唆
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に

す
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）
…
食
事

を
与
え
な
い
、ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、
家
な
ど

に
置
き
去
り
に
す
る
、
同
居
人
の
子

ど
も
へ
の
暴
力
を
見
過
ご
す
な
ど

心
理
的
虐
待
…
存
在
を
否
定
す
る
よ

う
な
暴
言
、
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無

視
、
兄
弟
間
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど

も
の
前
で
Ｄ
Ｖ
（
夫
や
妻
、
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
）
を
行
う
な
ど

▼
連
絡
・
通
告
先

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

こ
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
24
（
中
央
児

童
相
談
所
内
　
24
時
間
受
付
）

牲
０
２
７
・
２
６
３
・
１
１
０
０

10
月
か
ら
、
渋
川
社
会
保
険
事
務

所
の
国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務
の

一
部
が
「
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
ト
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
委
託
さ
れ
ま

し
た
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た

人
へ
の
訪
問
や
電
話
に
よ
る
ご
案
内

な
ど
を
「
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
ト
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
職
員
が
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
な
ど
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
社
会
保
険
事
務
所

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

渋
川
社
会
保
険
事
務

所
牲
22
・
１
６
０
７

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
委
託
さ
れ
た

民
間
会
社
が
保
険
料
の
ご
案
内
を
し
ま
す

児

童

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

平
成
21
年
度
　
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語

『
守
ろ
う
よ
未
来
を
見
つ
め
る
小
さ
な
ひ
と
み
』
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   東
京
電
力
（
株
）
に
よ
り
、
渋
川

市
金
井
か
ら
高
崎
市
箕
郷
町
下
芝

（
Ｊ
Ｒ
新
箕
郷
変
電
所
）
ま
で
の
区

間
の
中
東
京
幹
線
を
建
て
替
え
す
る

送
電
線
路
の
西
上
武
幹
線
新
設
工
事

（
渋
川
箕
郷
区
間
）
事
業
が
完
了
し

ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価

事
後
調
査
報
告
書
の
縦
覧
を
実
施
し

ま
す
。

▼
期
日

11
月
16
日
（
月
）
〜
12
月

15
日
（
火
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▼
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所

役
場
町
民
生
活
課
生
活
環

境
室
、
東
京
電
力
（
株
）
渋
川
支
社
　

▼
問
合
せ
先

東
京
電
力
（
株
）
中

幹
建
替
西
毛
事
務
所
牲
０
２
７
・
３

３
０
・
１
８
１
１

今月の納税
住民税・・・・・・・４期
国民健康保険税・・・５期
介護保険料・・・・・８期
後期高齢保険料・・・５期

便利で確実な口座振替も利
用できます

納期限　11月30日(月)

   

 

総
務
省
で
は
、
生
活
保
護
な
ど
の

公
的
扶
助
を
受
け
て
い
る
世
帯
な
ど

で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
の
全
額
免
除

を
受
け
て
い
る
世
帯
に
対
し
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め
の
簡
易

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付
す
る
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

支
援
の
申
込
み
は
、
「
総
務
省

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー
」
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

▼
支
援
の
対
象
者

・
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
公
的
扶
助

を
受
け
て
い
る
世
帯

・
障
害
者
の
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世

帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
措

置
を
受
け
て
い
る
世
帯

・
社
会
福
祉
事
業
施
設
入
所
者
の
人

で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
の
全
額
免
除

を
受
け
て
い
る
世
帯

▼
受
け
ら
れ
る
支
援
の
内
容

お
持
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
取

り
付
け
る
「
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
」
の

無
償
給
付
を
行
い
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ

改
修
な
ど
が
必
要
な
場
合
に
は
そ
の

支
援
も
行
い
ま
す
。

▼
申
込
先

申
込
書
に
つ
い
て
は
、「
総
務
省

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー
」
に
お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
、

発
送
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
21
年
８

月
末
時
点
で
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
が

全
額
免
除
と
な
っ
て
い
る
人
に
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
受
信
料
全
額
免
除
証
明

書
と
併
せ
て
申
込
書
な
ど
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

▼
注
意
点

・
支
援
の
申
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

受
信
契
約
を
結
び
、
全
額
免
除
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
手

続
き
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
な
る

べ
く
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
支
援
は
現
物
支
給
で
す
の
で
、
ご

自
身
で
購
入
さ
れ
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、

ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
の
費
用
を
清
算

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー

牲
０
５
７
０
・
０
３
３
８
４
０

役
場
総
務
政
策
課
政
策
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
受
信
契
約
、
受
信
料

免
除

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

牲
０
５
７
０
・
０
０
０
５
８
８

   処
理
場
に
流
れ
る
下
水
の
水
質
が

悪
く
な
る
と
、
機
器
の
故
障
や
維
持

管
理
費
の
増
加
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
下
水
の
水
質
向
上
の
た
め
、
次

の
と
お
り
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

洗
濯
用
洗
剤
…
洗
濯
用
洗
剤
は
使
い

す
ぎ
に
注
意
し
て
、
適
量
を
計
量
カ

ッ
プ
で
量
っ
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

天
ぷ
ら
油
や
調
理
く
ず
…
廃
油
は
新

聞
紙
な
ど
に
吸
わ
せ
る
か
、
固
め
て

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ラ
イ
パ
ン

や
天
ぷ
ら
鍋
を
洗
う
と
き
は
、
残
っ

た
油
を
紙
な
ど
で
ふ
き
取
っ
て
か
ら

洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
ふ
き
取
っ
た
紙

は
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
調
理
く
ず
は
下
水
道
へ
流
さ

ず
に
、
堆
肥
化
す
る
か
燃
え
る
ゴ
ミ

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
の
可
燃
物
…

密
閉
さ
れ
た
下
水
道
管
内
で
は
可
燃

物
の
蒸
気
が
充
満
し
や
す
く
、
爆
発

の
危
険
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
処
理
機

能
に
も
影
響
す
る
た
め
、
絶
対
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

殺
虫
剤
や
農
薬
、
防
臭
剤
な
ど
…
処

理
場
の
微
生
物
を
殺
し
て
し
ま
う
の

で
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。



小倉ぶどう生産組合

小倉老人クラブを
ぶどう園に招待
小倉の小倉ぶどう生産組合（大林正彦組合長）では、小

倉老人クラブの皆さんをぶどう園に招き、参加した21人は
甘い大粒のぶどうや、小倉老人クラブで育てたじゃがいも
などを味わいました。
大林組合長は、「小倉ぶどうの生産に携わってきた皆さ

んに感謝を伝えるため開催した。今後、保育園や小学校な
ど子どもたちも招待したい。」と話していました。

地
域
の
行
事
や
珍
し
い
出
来
事
な
ど

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
！

皆
さ
ん
の
身
近
な
情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
政
策
課
庶
務
行
政
室
　
牲
54
・
３
１
１
１

142009.11

町在住の本間絢さんが、９月下旬から青年海外
協力隊員として、アフリカ大陸のウガンダへ派遣
されることになりました。
本間さんは10代の頃から参加しているボランテ

ィア活動をきっかけに、「恵まれない環境で生活し
ている子どもたちと接してみたい。今までに培っ
た経験を生かし、ウガンダのために１つでもプラ
スになる活動をしていきたい。」と抱負を語りました。
町長から、将来隊員となる人たちの目標となる

ように、との激励を受け、本間さんは笑顔で役場
を後にしました。

青年海外協力隊

町長を表敬訪問

知的障害者福祉月間

第37回渋川広域圏福祉パレード
９月は知的障害者福祉月間です。この日は、渋川広域圏
内の障害を持つ人や関係者の皆さんが吉岡町役場を訪れ、
町長・議長・教育長、役場職員らが出迎えました。
薫英荘の井上さんが代表して「住みよい町にしてくださ
い。」とメッセージを伝えました。
この後、パレードは榛東村など、渋川広域圏内の市町村
を巡りました。



15 2009.11

町防犯委員会と交通安全会は、交通事故や犯罪の撲滅
をうったえる一斉街頭指導を行いました。
鬼ヶ橋交差点付近などで信号待ちの車１台１台に声を

かけ、啓発品を配って、ドライバーの皆さんに安全運転
をお願いしました。

防犯委員会・交通安全会

一斉街頭指導

敬老福祉大会

長寿の皆さん・
金婚の皆さんを祝福
９月21日、町および社会福祉協議会主催の｢敬老福

祉大会｣が文化センターで開催されました。
大会には、今年度75歳以上になる人が招待され、

第１部の式典で90歳到達者の43人に顕彰、26組に
金婚祝いが贈られました。
第２部のアトラクションでは、吉岡中学校吹奏楽

部が時代劇メドレーなどを演奏して会場を楽しませ
ました。



■保健センター内
健康づくり室
54ー7744

162009.11

町
で
は
、
低
所
得
者
で
優
先
接

種
対
象
者
に
は
そ
の
費
用
を
負
担

し
ま
す
。

対
象
者
は
接
種
前
に
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

町
で
は
特
定
不
妊
治
療
〔
体
外

受
精
と
顕
微
受
精
〕
費
の
助
成
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。（
先
に
群
馬

県
の
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
申

請
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
）

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
牲

54
・
７
７
４
４
）
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

�

特
定
不
妊
治
療
費
助
成�

吉
岡
町
食
生
活
推
進
員
（
若
草

会
）
は
、
今
年
度
も
「
よ
い
食
生

活
を
す
す
め
る
た
め
の
料
理
講
習

会
」
を
行
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
予
防

に
効
果
的
な
野
菜
と
、
骨
粗
し
ょ

う
症
予
防
に
効
果
的
な
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
の
良
い
乳
製
品
を
使
っ

た
料
理
を
紹
介
・
調
理
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
期
日

11
月
29
日
（
日
）

▼
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

▼
定
員

先
着
20
人

▼
対
象
者
　
吉
岡
町
在
住
の
人

▼
参
加
費

５
０
０
円

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
込
方
法

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

11
月
９
日
（
月
）
〜
13
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
セ
ン

タ
ー
牲
54
・
７
７
４
４



●休館日
11／９(月)・16(月)・24(火)・25(水)・26(木)・
30(月)・12／７(月)
臨時休館（12／１(火)～12／５(土)の５日間）

図 書 館

お知らせ

わらべの会の読み聞かせ

毎週土曜日　午後２時～　

パネルシアター
11月11日(水)
午前10時～／午前10時30分～

■吉岡町図書館　
(文化センター内)

54ー6767

http://www.library.yoshioka.gunma.jp/

一
　
般
　
書

児
　
童
　
書

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

外
事
警
察

麻
生
幾

竜
の
道
　
飛
翔
篇

白
川
道

三
人
暮
ら
し

群
よ
う
こ

戦
場
の
掟

ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
フ
ァ
イ
ナ
ル

家
庭
に
ひ
そ
む
有
害
化
学
物
質

時
事
通
信
出
版
局

親
子
で
読
み
た
い
お
天
気
の
は
な
し

著
／
下
山
紀
夫

着
物
の
え
ほ
ん

作
／
高
野
紀
子

ル
ル
と
ラ
ラ
の
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト

あ
ん
び
る
や
す
こ

日
本
探
訪
　
第
１
〜
５
巻

し
ゃ
べ
れ
ど
も
し
ゃ
べ
れ
ど
も DANGEROUS

マイケル・ジャクソン
ALL MY BEST
倉木　麻衣

奥
さ
ま
は
魔
女
　
１
〜
６

カ
ボ
ち
ゃ
ん
の
ふ
で
ば
こ高

山
栄
子

か
が
み

フ
ル
ー
ベ
ル
館
　
だ
い
す
き
し
ぜ
ん
　
か
が
く
２

日 時 12月12日（土）
午後２時～３時

場 所 文化センター２階和室
内 容 お話、クリスマスカード作りなど

（わらべの会）
申込方法 11月28日（土）から図書館

カウンターで受付開始（電話可）
定 員 先着60人

17 2009.11

のお知らせ�

12月１日（火）から５日（土）
まで蔵書点検による休館と
なります。



９
月
27
日
、
第
36
回
町
民
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
が
社
会
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
小
学
４
年
生
以
下
の
部

優
　
勝

武
藤
あ
い
り

準
優
勝

並
木
真
梨
奈

第
３
位

上
原
姫
香

第
４
位

梅
山
愛
羽

▼
小
学
５
年
生
の
部

優
　
勝

坂
上
誠
拓

準
優
勝

松
岡
朋
恵

第
３
位

桑
原
朋
子

第
４
位

小
谷
野
七
海

▼
小
学
６
年
生
の
部

優
　
勝

後
藤
翔
太

準
優
勝

堀
川
亜
樹

第
３
位

関
口
　
茜

第
４
位

新
藤
奈
都
美

▼
一
般
の
部

女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝

佐
藤
康
子
・
神
山
陽
子

準
優
勝

松
岡
祐
三
子
・
儘
田
香

代第
３
位

森
田
実
咲
・
高
橋
　
和

男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝

萩
原
初
実
・
岩
崎
竜
也

準
優
勝

田
子
彰
吾
・
四
方
田
孝

和第
３
位

高
橋
治
彦
・
田
部
井
和

久

９
月
６
日
、
第
39
回
吉
岡
町
武

道
大
会
（
剣
道
の
部
）
が
、
社
会

体
育
館
剣
道
場
で
42
人
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
幼
年
の
部

優
　
勝

賀
川
大
暉

準
優
勝

和
田
亘
恭

第
３
位

一
場
結
菜

▼
初
心
者
の
部

優
　
勝

星
　
徹
弥

準
優
勝

吉
田
広
輝

▼
小
学
生
の
部

優
　
勝

高
田
依
吹

準
優
勝

山
口
海
優

▼
中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝

松
岡
優
実

準
優
勝

中
嶋
春
香

▼
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝

久
保
　
友

準
優
勝

入
澤
悠
紀

第
３
位

横
田
圭
祐

▼
一
般
の
部

優
　
勝

井
手
泰
亮

準
優
勝

藤
井
久
博

■教育委員会事務局生涯学習室

第
　
回
吉
岡
町
武
道
大
会
（
剣
道�

の
部
）�

39

野
球
連
盟
秋
季
大
会
が
９
月

20
・
27
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

強
豪
チ
ー
ム
の
う
ち
３
チ
ー
ム

が
県
大
会
・
天
皇
杯
の
予
選
と
重

複
し
た
た
め
棄
権
し
ま
し
た
が
、

白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
、
決

勝
戦
は
古
豪
チ
ー
ム
同
士
の
対
戦

と
な
り
ま
し
た
。

優
　
勝

吉
岡
球
愛
倶
楽
部

準
優
勝

吉
岡
イ
レ
ブ
ン

個
人
賞

最
優
秀
選
手
賞
　
小
林

祐
司
（
球
愛
）、
敢
闘
賞
　
保
坂
善

行
（
イ
レ
ブ
ン
）、
打
撃
賞
　
大
塚

均
（
球
愛
）

９
月
27
日
、
第
35
回
町
民
ゴ
ル

フ
大
会
が
前
橋
ゴ
ル
フ
場
で
１
７

８
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
男
子
の
部（
グ
ロ
ス
　
ネ
ッ
ト
）

優
　
勝

坂
上
明
（
85

70.

６
）

準
優
勝

松
岡
勇
（
79

70.

６
）

第
３
位

剱
持
千
一（
84

70.

８
）

▼
男
子
シ
ニ
ア
の
部

優
　
勝

大
林
久
雄（
91

70.

６
）

準
優
勝

平
山
三
男（
87

71.

４
）

第
３
位

板
垣
又
三
郎（
92
71.

６
）

▼
女
子
の
部

優
　
勝

高
橋
ひ
ろ
子（
97
70.

６
）

準
優
勝

近
藤
陽
子（
89

74.

６
）

第
３
位

山
口
ヒ
ロ
子（
87
75.

６
）

▼
団
体
戦
（
上
位
３
人
の
合
計
ス

コ
ア
）

優
　
勝

漆
原
東
自
治
会

（
73
・
76
・
79
）
２
２
８

準
優
勝

小
倉
自
治
会

（
76
・
79
・
79
）
２
３
４

第
３
位

南
下
自
治
会

（
78
・
78
・
81
）
２
３
７

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

▼
一
般
男
子
の
部

堤
　
隆
雄
　
（
40
・
36
）
76

▼
シ
ニ
ア
の
部

齋
藤
　
茂
　
（
35
・
38
）
73

▼
女
子
の
部

北
村
富
美
恵
（
43
・
41
）
84

▲一般男子の部入賞者 ▲一般女子の部入賞者 ▲小学生の部
前列から小学４年・５年・６年生
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秋
季
野
球
大
会
�

秋
季
野
球
大
会
�

第
　
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会�

36

第
　
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会�

35



町
体
育
協
会
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
皆
さ
ん
に
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
な
ど
に
親
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
ス
ノ
ー
フ
レ
ン
ド
の
夕

べ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日

12
月
12
日(

土)

▼
時
間

午
後
６
時
30
分
開
演

(

開
場
　
午
後
６
時)

▼
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ
先

吉
岡
体
協
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

野
村
　
　
55
・
５
６
８
１

森
田
　
　
54
・
３
６
７
５

▼
期
日

11
月
29
日
（
日
）

▼
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

社
会
体
育
館
剣
道
場

▼
参
加
資
格

幼
稚
園
・
保
育
園

年
長
以
上

▼
参
加
費

無
料

▼
持
ち
物

汗
拭
き
用
タ
オ
ル

（
昼
食
は
用
意
し
ま
す
）

▼
申
込
先

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
保
護
者
会
長
高
田
清
美

55
・
６
０
９
１

▼
問
合
せ
先

体
育
協
会
剣
道
部

部
長
小
竹
照
明

54
・
２
３
５
１

第
３
回
体
験
剣
道
教
室�

女
子
の
部
優
勝
　
高
橋
ひ
ろ
子
さ
ん

男
子
シ
ニ
ア
の
部
優
勝
　
大
林
久
雄
さ
ん
　

男
子
の
部
優
勝
　
坂
上
　
明
さ
ん
　

▲ ▲ ▲

税
を
考
え
る
週
間

「
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化

と
税
」

▼
税
を
考
え
る
週
間
と
は

国
税
庁
で
は
毎
年
11
月

11
日
か
ら
17
日
を
「
税
を

考
え
る
週
間
」
と
定
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
広
報
・
広
聴

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
本
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
と
税
」

平
成
21
年
度
は
「
Ｉ
Ｔ

化
・
国
際
化
と
税
」
を
テ

ー
マ
と
し
、
こ
れ
ま
で
国

税
庁
が
取
り
組
ん
で
き
た

Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
に
関
す

る
諸
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
の
重
点

広
報
項
目
で
あ
る
「
ｅ
‐

Ｔ
Ａ
Ｘ
の
周
知
お
よ
び
利

用
促
進
」
に
向
け
た
情
報

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

高
崎
税
務
署

０
２
７
・

３
２
２
・
４
７
１
１

体
重
・
血
圧
は
正
確
に

計
れ
て
い
ま
す
か

11
月
は
、計
量
強
調
月
間
で
す
。

計
量
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
の

量
り
売
り
や
、
体
重
・
血
圧
・
体

温
の
測
定
、
大
気
中
に
含
ま
れ
る

有
害
物
質
の
濃
度
測
定
な
ど
私
達

の
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
役

立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
身
の
回
り
の
計
量

に
目
を
向
け
て
見
ま
し
ょ
う
。

計
量
検
定
所
で
は
、
ご
家
庭
の

体
重
計
、
血
圧
計
、
体
温
計
や
料

理
用
は
か
り
な
ど
の
無
料
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
計
量
に
つ
い

て
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日

月
〜
金
曜
日

※
祝
日
を
除
く

▼
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
相
談
方
法

来
所
ま
た
は
電
話

▼
相
談
・
問
合
せ
先

群
馬
県
計
量
検
定
所
（
前
橋
市
下

大
島
町
81
‐
13
）

０
２
７
・
２
６
３
・
２
４
３
６
、

０
２
７
・
２
６
３
・
３
１
４
２
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無
料
職
業
紹
介

吉
岡
町
商
工
会
で
は
、
無
料
職

業
紹
介
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
町

内
お
よ
び
周
辺
の
一
般
・
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
求
人
情
報
の
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
を
知

り
た
い
人
、
面
接
を
希
望
す
る
人

は
、商
工
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、求
人
の
あ
る
事
業
所
は
、

商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

吉
岡
町
商
工
会
無

料
職
業
セ
ン
タ
ー

54
・
２
６
２
５

54
・
２
４
１
０

h
ttp

://w
w
w
7
.w
in
d
.n
e.jp

/

yo
sh
io
ka/

納
税
証
明
書
に
関
す
る

お
知
ら
せ

９
月
24
日
以
降
に
発
行
し
た
納

税
証
明
書
の
税
務
署
長
印
に
つ
い

て
は
、「
黒
色
」
で
印
影
を
表
示
し

て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

高
崎
税
務
署

０
２
７
・
３
２
２
・
４
７
１
１

募
　
集�

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
ツ
ア
ー

▼
期
日

12
月
20
日(

日)

▼
行
き
先

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド

▼
参
加
対
象
者

県
内
在
住
の
母

（
父
）
子
家
庭
の
母
（
父
）
と
子

（
高
校
生
以
下
）
お
よ
び
寡
婦

▼
参
加
費

母
（
父
）・
中
・
高
校
生
・
寡
婦

７
’０

０
０
円

子
（
幼
児
・
小
学
生
）５

’０
０
０
円

３
歳
以
下
の
幼
児

１
’０

０
０
円

※
参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の
（
バ

ス
代
・
保
険
料
・
パ
ス
ポ
ー
ト
代
）

▼
乗
車
地

桐
生
駅
南
口
、
太
田

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、館
林
市
役
所
、

伊
勢
崎
市
役
所
、新
前
橋
駅
東
口
、

富
岡
市
役
所
、
高
崎
駅
東
口
、
ら

ら
ん
藤
岡
、
沼
田
運
動
公
園
、
渋

川
市
役
所

▼
申
込
期
限

12
月
４
日(

金)

必

着▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
者
全
員
の

氏
名
・
年
齢
・
希
望
乗
車
地
を
記

入
の
う
え
、お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

(

財)

群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議

会
（
〒
３
７
１
‐
０
８
４
３
　
前
橋

市
新
前
橋
町
13
‐
12

群
馬
県
社

会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
５
階
）

０
２
７
・
２
５
５
・
６
６
３
６

第
50
回
全
群
馬
近
代
こ

け
し
コ
ン
ク
ー
ル
出
品

募
集本

県
の
誇
る
「
近
代
こ
け
し
」
の

品
質
・
意
匠
の
改
良
お
よ
び
技
術

の
向
上
を
図
り
、
広
く
こ
け
し
美

の
鑑
賞
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
コ
ン
ク
ー
ル
部
門

【
第
１
部
】
創
作
こ
け
し

【
第
２
部
】
新
型
こ
け
し

【
第
３
部
】
木
地
玩
具

▼
出
品
資
格

県
内
在
住
の
こ
け

し
生
産
者
な
ど

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
事

務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

12
月
15
日(

火)

▼
出
品
料

無
料

▼
審
査
会

２
月
10
日(

水)

▼
一
般
公
開

２
月
11
日(

木)

〜
15
日(

月)

県
庁
県
民
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ
先

県
観
光
物
産
課
内

宣
伝
・
物
産
係

０
２
７
・
２
２
６
・
３
３
８
６

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
募
集

▼
試
験
期
日

平
成
22
年
１
月
23
日(

土)

▼
場
所

勢
多
会
館
（
前
橋
市
南
町
）

▼
願
書
受
付
期
間
　
11
月
１
日(

日)

〜
平
成
22
年
１
月
８
日(

金)

▼
応
募
資
格

中
学
校
な
ど
を
卒

業(

見
込
み
含
む)

し
た
17
歳
未
満

の
男
子

▼
詳
細
・
問
合
せ
先

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部

前
橋
募
集
案
内
所

０
２
７
・
２
３
３
・
８
９
６
０

h
ttp

://w
w
w
.m
o
d
.go

.jp
/p

co
/gu

n
m
a/

「
ゆ
ず
り
葉
」
上
映
会

手
話
の
織
り
な
す
愛
と
奇
跡
の

ド
ラ
マ
。
夢
と
感
動
と
勇
気
を
あ

な
た
に
。

差
別
と
偏
見
、
理
不
尽
な
法
律

の
中
で
人
権
を
求
め
て
き
た
ろ
う

あ
者
の
歴
史
を
描
い
た
映
画
で
す
。

▼
期
日

11
月
28
日
（
土
）

▼
時
間

午
前
の
部

午
前
10
時
〜
正
午

（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

午
後
の
部

午
後
２
時
〜
４
時

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▼
場
所

吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

▼
入
場
料

前
売
券

１
’２

０
０
円
（
高
校
生

以
下
８
０
０
円
）

当
日
券

１
’５

０
０
円
（
高
校
生

以
下
１
’０

０
０
円
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
社
会
福
祉
協
議
会

で
購
入
で
き
ま
す
。

※
小
学
生
未
満
は
無
料
で
す
が
、

席
を
確
保
す
る
場
合
は
チ
ケ
ッ
ト

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

渋
川
広
域
障
害
福

祉
な
ん
で
も
相
談
室

30
・
０
２
９
４

30
・
０
３
２
２
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講
　
座�

▼
申
込
先

群
馬
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
２
７
・
２
２
３
・
３
０
０
１

０
２
７
・
２
２
３
・
８
１
０
０

【
共
通
事
項
】

▼
相
談
方
法

電
話
予
約
の
う
え
、

直
接
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

居
住
地
域
に
か
か
わ

ら
ず
、
ど
の
会
場
で
も
相
談
可
。

▼
問
合
せ
先

県
庁
消
費
生
活
課

０
２
７
・
２
２
６
・
２
２
８
１

０
２
７
・
２
２
３
・
８
１
０
０

　10月16日、児童館で大運動会が開催されまし
た。�
　36組の親子が参加し、玉入れやパン食い競争
など、わきあいあいと競技が行われ、終了後には
みんなでおいしいパンをいただきました。�

10月16日� ■児童館■児童館

10日（火）�

18日（水）�

24日（火）�

28日（土）�

１日（火）�

11月�

12月�

午前  10:30～�

午後   ４:00～�

午後   ４:00～�

　 １　　日�

午後   ４:00～�

みんなあつまれ！�

みんなでつくろう！�

映画会�

リサイクルの日�

クリスマスの飾りつけ�

■開館時間�
月～金曜日　午前10時～午後５時�
土曜日　　　午前10時～午後３時�

★英語あそび　午前 10時30分～　金曜日午前�
　11月13日（金）・20日（金）・27日（金）�

★えくぼクラブ　午前 10時30分～�
　11月９日（月）「焼きいも大会＆球根植え」�

こ
こ
ろ
の
県
民
講
座

「
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

〜
心
地
よ
い
睡
眠
を

取
り
戻
す
た
め
に
〜
」

▼
期
日

12
月
19
日
（
土
）

▼
時
間

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
会
場

群
馬
会
館
（
前
橋
市
大

手
町
）

▼
講
師

樋
口
輝
彦
（
国
立
精
神
・

神
経
セ
ン
タ
ー
総
長
）

▼
定
員

４
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

無
料

▼
申
込
期
間

11
月
13
日
（
金
）

〜
12
月
10
日
（
木
）
必
着

▼
申
込
方
法

は
が
き
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

://w
w
w
.p
ref.gu

n
m
a.jp

/cts/co
n
te
n
ts?

C
O
N
T
E
N
T

S
_ID

=
3
8
8
6
1
)

か
ら
も
申
込
め

ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

県
こ
こ
ろ

の
健
康
セ
ン
タ
ー
（
〒
３
７
９
‐

２
１
６
６
　
前
橋
市
野
中
町
３
６

８
）０

２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６
　

０
２
７
・
２
６
１
・
９
９
１
２

相
　
談�

多
重
債
務
者
法
律
相
談
会

〜
一
人
で
悩
ま
ず相

談
し
て
〜

弁
護
士
や
司
法
書
士
に
よ
る
債

務
整
理
相
談
、
多
重
債
務
者
支
援

団
体
に
よ
る
生
活
再
建
相
談
、
県

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
と
保
健

福
祉
事
務
所
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
な
ど
を
面
接
に
よ
り
行
い

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
費

用
は
無
料
で
す
。

【
東
部
地
域
】

▼
期
日

11
月
14
日(
土)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分

▼
会
場

み
ど
り
市
大
間
々
保
健

セ
ン
タ
ー(

み
ど
り
市
大
間
々
町)

▼
定
員

25
人(

先
着
順)

▼
申
込
・
問
合
せ
先

み
ど
り
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
２
７
７
・
76
・
０
９
８
７

０
２
７
７
・
76
・
１
７
８
０

【
中
部
地
域
】

▼
期
日

11
月
21
日(

土)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分

▼
会
場

県
庁
28
階
２
８
１
会
議

室(

前
橋
市
大
手
町)

▼
定
員

25
人(

先
着
順)



「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
15
日(

日)

か
ら
21
日(
土)
ま
で
の
１
週
間
を

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強

化
週
間
」
と
し
て
、「
職
場
に
お
け

る
男
女
差
別
」、「
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
」、「
夫
や
パ
ー
ト
ナ

ー
か
ら
の
暴
力
」
な
ど
あ
ら
ゆ
る

女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩

み
ご
と
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

対
応
は
法
務
局
職
員
と
人
権
擁

護
委
員
が
あ
た
り
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

▼
専
用
電
話

０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

※
携
帯
電
話
か
ら
接
続
可
能
。
た

だ
し
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

不
可
。

▼
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
11
月
15
日(

日)

、
21
日(

土)

は
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
問
合
せ
先

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

０
２
７
・
２
２
１
・
４
４
２
６

０
２
７
・
２
２
３
・
９
３
８
６

○
す
て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま

０
２
７
・
２
４
３
・
９
９
９
１

（
月
〜
金
曜
日
、
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
）

②
犯
罪
被
害
給
付
制
度

こ
の
制
度
は
、
通
り
魔
殺
人
な

ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
不

慮
の
死
を
遂
げ
た
被
害
者
の
遺

族
、
あ
る
い
は
重
傷
や
重
病
を
負

っ
た
り
、
障
害
が
残
っ
た
り
し
た

被
害
者
に
対
し
、
国
が
精
神
面
な

ら
び
に
経
済
的
な
打
撃
の
緩
和
措

置
の
一
環
と
し
て
、
３
種
類
の
給

付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

○
遺
族
給
付
金

○
重
傷
病
給
付
金

○
障
害
給
付
金

▼
問
合
せ
先

県
警
察
本
部
広
報

広
聴
課
　
０
２
７
・
２
４
３
・
０

１
１
０
（
内
線
２
１
５
４
・
２
１

５
５
）

個
別
的
労
使
紛
争
解
決

制
度職場

の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

人
は
群
馬
労
働
局
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
（
無
料
）。

▼
相
談
先

群
馬
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
群
馬
労
働
局
企
画
室
内
）

０
２
７
・
２
１
０
・
５
０
０
２

内　　　科� 外　　　科� 耳　鼻　科� 歯　　　科�

15�

22�

23�

29�

６�

11

月�日�

12

榛東さいとう医院�
榛東村新井�
54-1055

塚越クリニック�
渋川市渋川�
60-7700

大井内科クリニック�
北下�

30-5575

平形内科歯科医院�
渋川市石原�
22-2233

井　口　医　院�
渋川市金井�
25-1100

竹 内 小 児 科�
大久保�
30-5151

本　沢　医　院�
渋川市石原�
23-6411

神山内科医院�
渋川市渋川�
22-2181

関　口　医　院�
下野田�
55-5122

とまるクリニック�
渋川市金井�
26-7711

森　医　院�
渋川市石原�
23-8733

佐　藤　医　院�
渋川市北橘町�
52-3003

阿　部　医　院�
渋川市八木原�
25-1211

北條外科胃腸科医院�
大久保�
54-6870

高　井　医　院�
渋川市渋川�
22-0076

大滝クリニック�
大久保�
30-5800

星野歯科クリニック�
渋川市行幸田�
22-0232

駒寄歯科クリニック�
大久保�
30-5500

さ く ら 歯 科�
大久保�
30-6333

さいとう歯科医院�
渋川市北牧�
53-5454

しまむら歯科医院�
渋川市八木原�
20-1182

iモード検索�
http://shibukawa.gunma.med.or.jp/i.htm

※変更になっている場合がありますので、医院へ確認してからお出かけください。 ※耳鼻科は診療時間が正午までです。�

平成21年11月～12月分�■休日当番医

◎渋川地区消防本部救急病院等案内テレホンサービス　 23-0099 ◎夜間急患診療所（午後７時～午後11時 年中無休） 23-8899
◎「医療情報検索システム」をご利用ください。 パソコンhttp://search.gunma.med.or.jp/gen/ iモードhttp://search.gunma.med.or.jp /imode/

222009.11

被
害
者
相
談
窓
口
お
よ

び
犯
罪
被
害
者
給
付
制

度①
被
害
者
相
談
窓
口

警
察
で
は
、
犯
罪
に
遭
っ
た
人

な
ど
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
最
寄
り
の
警
察
署
・
交

番
・
駐
在
所
で
も
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

女
性
か
ら
の
相
談
に
は
、
希
望

に
応
じ
て
女
性
の
警
察
官
・
職
員

が
対
応
し
ま
す
。

▼
各
種
相
談
窓
口

○
犯
罪
被
害
者
相
談

０
２
７
・
２
２
１
・
７
７
７
７

○
性
犯
罪
被
害
者
相
談

０
２
７
・
２
２
４
・
４
３
５
６

○
警
察
安
全
相
談

０
２
７
・
２
２
４
・
８
０
８
０

※
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
、
携
帯
電
話
か

ら
は
♯
９
１
１
０
、
聴
覚
障
害
者

用

０
２
７
・
２
２
４
・
８
８

８
８

○
振
り
込
め
詐
欺

０
２
７
・
２
２
４
・
５
４
５
４

○
少
年
の
悩
み
相
談

０
２
７
・
２
５
４
・
３
７
４
１

（
月
〜
金
曜
日
、
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
30
分
）

○
暴
力
団
犯
罪
な
ど
の
相
談



平成21年�
10月１日�

人口�

男�

女�

世帯�

19,204人�

9,486人�

9,718人�

6,429戸�

（＋43）�

（＋17）�

（＋26）�

（＋ ８）�

（　）は前月との増減数�

吉岡町�渋川署管内�

発生件数�

死者数�

傷者数�

145件�

０人�

197人�

720件�

２人�

984人�

平成21年１月１日～９月末日�

■まちの電話帳

■人の動き

■交通事故

役　　　場…………54‐3111�
保健センター………54‐7744�
文化センター………54‐1161�
図　書　館…………54‐6767�
児　童　館…………20‐5960�
老人福祉センター…54‐3603�
リバートピア吉岡…55‐4126�
緑 地 運 動 公 園…54‐1221�
給食センター………54‐3225

■11月のごみ収集

西部地区�
小倉・上野田・上野原・�
下野田・北下・南下・陣場�

東部地区�
大久保寺下・大久保寺上・�
溝祭・駒寄・漆原西・漆原東�

月曜日�
11月９日・16日・23日・30日�
12月７日�

木曜日�
11月12日・19日・26日�
12月３日�

火曜日�

金曜日�
燃える�
ごみ�

カートリッジガスボンベ・スプレー缶などは、必ず穴をあけて出してください。�

収集するゴミ／ビン類（無色透明ビン・茶色ビン・その他のビン）、ペットボトル�
※キャップははずし中を洗い、また、ペットボトルはラベルを付けたままつ�
ぶして出してください。※割れビンは不燃ごみに出してください。�

家電リサイクル法によりエアコン・冷蔵庫・テレビ・洗濯機・乾燥機および�
パソコンリサイクル法によりパソコンは回収しません。�

水曜日�11月18日　12月２日�

水曜日�11月11日・25日�

水曜日�11月18日�
午前９:30～10:30�
午後１:30～ ２:30

役場南やすらぎ公園駐車場（下野田）�
小倉集会所（小倉）�

燃えない�
ごみ�

分別ごみ�

粗大ごみ�

11月10日・17日・24日�
12月１日�

11月６日・13日・20日・27日�

※祝日でもゴミの収集をします。  ※ゴミを出すときは、指定袋で決められた日の�
朝８時までに決められた場所へ出してください。�

福
祉
室
　
54
・
３
１
１
１(

１
５

１)▼
期
日
　
11
月
17
日(

火)

▼
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
行
政
相
談

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課
庶
務
行
政
室

54
･
３
１
１
１(

内
線
１
２
２)

◆
心
配
ご
と
相
談

▼
問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

54
･
３
９
３
０

◆
人
権
相
談

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室

54
・
３
１
１
１（
内
線
１
５
１
）

今
月
の�

相
談
会

23 2009.11

▼
時
間

30
分
ご
と
の
予
約
制

受
付
時
間
は
午
後
１
時
〜
３
時

▼
会
場

渋
川
保
健
福
祉
事
務
所

▼
申
込
方
法

電
話
予
約

▼
問
合
せ
先

渋
川
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
係

22
･
４
１
６
６

人
権
相
談(

特
設
相
談
日)

特
設
人
権
相
談
所
で
は
、
い
じ

め
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
人
権
問
題

や
日
常
生
活
の
な
か
の
困
り
ご
と

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
人
権

擁
護
委
員
が
対
応
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
期
日

12
月
８
日
（
火
）

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
会

議
室

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課

前
橋
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
前
橋
労
働
基
準
監
督
署
内
）

０
２
７
・
２
３
２
・
３
６
０
０

農
地
農
政
相
談

農
地
の
貸
し
借
り
、農
地
転
用
、

農
業
者
年
金
な
ど
に
つ
い
て
お
困

り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

12
月
４
日(

金)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

▼
場
所

役
場
２
階
第
１
会
議
室

▼
相
談
員

農
業
委
員

▼
問
合
せ
先

役
場
産
業
建
設
課
農
業
委
員
会

54
・
３
１
１
１(

内
線
１
６
８)

こ
こ
ろ
の
相
談

▼
期
日

11
月
17
日(

火)

▼
料
金

４
’０
０
０
円
〜
１
８
’

０
０
０
円

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課

54
・
３
１
１
１(

内
線
１
２
１)

江
戸
褄
紹
介

吉
岡
町
生
活
改
善
会
で
は
、
江

戸
褄
、
喪
服
、
モ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

衣
装
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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平成15年４月４日生まれ�

平成19年10月17日生まれ�

佐藤　里采 ちゃん�
　　　寿哉 くん�

 り　 さ�

と し や �

・メッセージ�

これからもかわいい笑顔�
みせてね　�

弘幸さん 由香さんの長女・長男（北下）�

大
久
保
寺
下
自
治
会
は
、
町

の
南
東
部
に
位
置
し
、大
下
町
、

下
中
町
、
下
町
の
３
つ
の
地
域

で
構
成
さ
れ
、
現
在
、
世
帯
数

は
約
４
４
０
戸
と
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、
大
型
道
路
の

整
備
に
伴
う
ア
ク
セ
ス
向
上
に

よ
り
、
沿
線
に
は
各
種
大
型
店

が
進
出
し
、
人
口
は
増
加
傾
向

で
都
市
化
が
著
し
く
進
ん
で
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
立
地
的
に
も
あ
ら

ゆ
る
施
設
が
整
い
つ
つ
あ
り
、

高
齢
化
社
会
を
向
か
え
て
い
る

昨
今
、
最
も
利
便
性
に
優
れ
た

地
域
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
で
は
、
地
域
づ
く
り

に
必
要
と
な
る
交
流
や
親
睦
に

趣
を
お
き
、
８
月
に
は
夏
祭
り

を
開
催
し
、
久
し
ぶ
り
に
繰
り

出
し
た
屋
台
で
は
、
保
存
会
と

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
太
鼓
や
笛

が
披
露
さ
れ
、
広
場
で
は
、
各

種
団
体
の
踊
り
や
子
ど
も
会
の

花
火
と
ス
イ
カ
割
り
が
行
わ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
賑
や
か

で
活
気
に
満
ち
た
楽
し
い
一
夜

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
お
年
寄
り
た
ち
に
は
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
環
で
あ

る
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
を
立
ち
上
げ
、
交
流
お

よ
び
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
春
と
秋
に
２
回
の
道

路
愛
護
を
実
施
し
、
道
路
お
よ

び
河
川
な
ど
の
除
草
や
清
掃
を

は
じ
め
、
集
会
施
設
周
辺
に
花

の
植
栽
を
行
い
、
環
境
美
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
安
全
安
心

な
地
域
を
目
指
し
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
年

明
け
に
は
、
道
祖
神
祭
り
を
開

催
し
地
域
の
皆
さ
ん
の
無
病
息

災
を
祈
願
し
、
親
睦
を
深
め
る

予
定
で
す
。

今
後
に
つ
い
て
も
、
環
境
が

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
地
域

で
す
が
、
自
治
会
と
し
て
変
化

に
適
応
し
た
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
標
に
、
充
実
し
た
活

動
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。


